
２０２６年７月２７日 

各  位 

株式会社 大垣共立銀行 

 

私募債の引受 

 
 大垣共立銀行（頭取 林 敬治）は本日、下記の通り「ＯＫＢ地域応援私募債（拍手喝債）」  

を引き受けましたのでお知らせします。 

 

記 

 

「ＯＫＢ地域応援私募債（拍手喝債）～地域貢献型～」 

 本私募債は、ＯＫＢ大垣共立銀行が引き受けた金額の０.２％相当額の範囲内で書籍・電子機器・ 

衛生用品などを購入し、発行したお客さまが指定する地域の学校や公的機関、医療機関などに

寄贈する私募債です。 

 

＜銀行保証付私募債＞ 

発行企業名 発行金額 発行年限 業種 贈呈先・寄贈品（予定） 

グランド化学株式会社 ５０百万円 ５年 
プラスチック製品

製造業 
検討中 

西濃化成株式会社 ５０百万円 ７年 
プラスチック製品

製造業 
検討中 

東栄電業株式会社 ３０百万円 ３年 設備工事業 検討中 

株式会社マリン ３０百万円 ６年 
その他機械器具 

製造業 
検討中 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ■「ＯＫＢ地域応援私募債（拍手喝債）～地域貢献型～」発行企業の概要 

 

【グランド化学株式会社】 
 

１．企 業 名 グランド化学株式会社 代表取締役 前田 忠司 

https://grand-ch.sakura.ne.jp/ 

２．所 在 地 滋賀県長浜市南田附町１７２番地 

３．業    種 プラスチック製品製造業 

４．資 本 金 ２３百万円 

５．年  商 １,７４９百万円（２０２５年８月期） 

６．従業員数 ８９人 

７．資金使途 運転資金 

＜企業のコメント＞ 

当社は、ポリ袋・ビニール袋・ゴミ袋・レジ袋・ポリエチレンフィルムの原反生産から、

印刷・製袋・販売までを一貫して行う滋賀県の製造加工メーカーです。お客さまに満足して

いただける、そして安心してご使用いただける高品質の製品をより早く提供するべく、ポリ

エチレンフィルムの素材特性を活かしたさまざまな包装・保護商品の企画・製造に取り組み、

社会に広がる輪を創造します。 

 

【西濃化成株式会社】 
 

１．企 業 名 西濃化成株式会社 代表取締役 小川 秀樹 

https://www.seino-kasei.co.jp 

２．所 在 地 岐阜県揖斐郡池田町宮地６３７ 

３．業    種 プラスチック製品製造業 

４．資 本 金 １０百万円 

５．従業員数 １２０人 

＜企業のコメント＞ 

当社は、創業以来培った各種プラスチック製品の量産技術を軸として、射出成形・ブロー成形

をはじめ、加工・組立・検査、さらには金型の設計・製作に至るまでのノウハウを活かし、

日々堅実な物造りに取り組んでいます。そして、お客さまにご満足いただける高品質な製品を

提供することに努めています。 

また、「製造業は正造業」という理念のもと、正しい物造りを実践しており、「物造りは、まず

人造りなり」の考えを大切にし、社員の育成と品性の向上に力を注ぎながら、より良い会社づくり

を進めています。 

今後も社員一同、一丸となってさらなる企業発展と社会貢献に尽力し、お客さまや地域社会

から信頼される企業を目指していきます。 

 

 

 

 

 



【東栄電業株式会社】 
 

１．企 業 名 東栄電業株式会社 代表取締役社長 澤田 昭一 

https://www.toei-e.co.jp/ 

２．所 在 地 岐阜県岐阜市入舟町４丁目３８番地の１ 

３．業    種 設備工事業 

＜企業のコメント＞ 

当社は、１９６０年に岐阜市で創業し、現在は岐阜に本社、東京と名古屋に支店、三重と大阪

に営業所を構えています。「公共・産業用の電源設備」「ＵＰＳシステム」「太陽光発電システム」を

中心に社会の電源のライフラインを支えており、ＵＰＳは年間２,５００台の販売実績、太陽光

システムは小中学校や災害時避難場所を中心に８０ヵ所以上の納入実績があります。 

「地球にやさしく、エネルギーをかたちに」をスローガンに、「蓄電」と「発電」を融合した

システムの提案にチャレンジしています。 

 

【株式会社マリン】 
 

１．企 業 名 株式会社マリン 代表取締役 立松 大昌 

２．所 在 地 愛知県春日井市松新町２丁目２９ 

３．業    種 その他機械器具製造業 

＜企業のコメント＞ 

当社は、工場などの排水設備から発生する汚泥脱水処理のプロフェッショナルです。排水・

汚泥処理装置のご提案から運転・メンテナンスを専門としつつ、特にスクリュープレス型脱水機

はお客さまから高い評価をいただいています。今後もお客さまの声を生かした製品を開発すべく

全力で邁進していきます。 
 

以 上 


